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1. 序

2. 住宅建築と習俗
2-1. 研究方法

[1] 習俗と建築部位の関係が記載されている記述の抽出

理解 解釈

目
的

動作

88 事例

[2] 画像資料による情報の補足 [3] 各事項の検討

1)～5)

2-3. 習俗の場面と建築部位の関係

場面
2-2. 習俗に関わる場面の種類、建築部位、存在物と動作

存在物

動作

建築部位

73 事例

習俗の住処

部
材

部
位
の
種
類

立体
形状の特徴

面状 線状 その他

要
素

調
度
・
物
品

上昇 下降 水平 越界 設置 防御

2-2

2-3

嘔吐する

疫鬼
男

屋根と軒
雨垂れ落ち

屋根に上がった
結界が設けられている

病気で疫鬼が屋根に登る

男は屋根で結界を作る

目
的

1. 序

全面 上部 下部 側面 外部

ケガレ ハレ ケ

屋根にあがった疫鬼が軒から住いの中をのぞき込んでいる様子を描いた図が収められている。疫鬼の

視線の先には土間に嘔吐する男が描かれているが、疫鬼は中に入ることができない。両者の間に、屋

根と軒、そして雨垂れ落ちに並べられた焚き火や注連縄・女性の髪を挟んだ御幣などにより目に見え

ない結界が設けられているからである。

人＋α
実体なし 実体あり

屋内神妖怪 物

人のみ
人

他人 当事者

1)森隆男 : 住の民俗事典 , 柊風舎 ,2019　2) 日本民族建築学会 :「図説」民俗建築大事典 , 柏書房 ,2001　3) 常光徹 : 魔除けの民俗学 , 角川選書 ,2019
4) 柏崎市立博物館 : 柏崎の民家 , 柏崎市立博物館 ,2002　5) 平出鏗二郎 : 東京風俗志 上・下 , ちくま学芸文庫 ,2000

日本と計画対象敷地における、建築と民俗、習俗に関する文献　   を対象に、該当記述の抽出を行い合計 88 の習俗事例を得る [1]。またその中 73 事例に関して神奈川
大学常民研などのデジタルコレクションより習俗と建築部材の関係を読み解くことのできる絵巻物や風俗画などの画像資料を収集し情報の補足を行う [2]。
これらの調査対象資料より、習俗が見られる場面、対象となる建築部位、資料に登場する人間や妖怪などの存在物とその動作の 4つの事項を抽出し検討を行う [3]。

日本では数多くのしきたりや風習が伝承されている。これらは「習俗」という言葉で
総称されるが、一昔前を生きた日本人は住宅建築とそれを構成する建築部位を、形状
や位置に合わせて理解を行い、出産や災害などの人智を超えた事象に対抗するように
解釈をすることで日常生活の中に様々な習俗という動作を生み出していた。

住宅建築における習俗と建築部位の関係の一端を
明らかにし、それを展開・応用し建築を提案する

2-2 の整理を用いて習俗と建築部位の関係についての分析を行う。方法として 1つの習俗に対して抽出された建築部位、存在物、動作の事項を併記し 2-2 で得た場面と、2-5 で得た建築部位の位置関係によって分類を行う。
以上の分析より 7つの類型を得るた。Ⅰは病気/厄災の場面で、3事例で妖怪が下部に越界することを上部の部材で防いでおり、建築部位の形状は立体、面状、線状の3つが見られた。Ⅱは出産の場面で、出産と同時に現れる妖怪が面状の要素である縁側に下降する習俗が
2事例、線状の調度である自在鉤を伝って上昇する習俗が5事例見られた。Ⅲは葬儀や結婚の場面で当事者が線状の部材や要素を越界する習俗が5事例見られた。Ⅳは葬儀の場面で参列者が線状の要素である仮門や門口を通過する習俗が2事例見られた。Ⅴは新築の場面で線状
の部材である柱に屋内神や注連縄などを設置して家内安全を祈願する習俗が4事例見られた。Ⅵは節目の場面で線状の外構である雨垂れ落ちから石を拾い、子供の祝いの場に飾る習俗が3事例見られた。Ⅶは災害の場面で家の象徴となる部材である棟に鎌や御札を飾り風害や
火災を防ぐ習俗が2事例見られた。

『ハレ・ケ・ケガレ - 共同討議 -』を参考に、習俗が見られる場面を病気や葬儀などのケガレ、結婚や新築などのハレ、日常
生活などのケの 3項目に整理する

習俗の対象となった建築部位等を形状の特徴（立体、面状、線状、その他）と部位の種類（部材、要素、調度・物品）によっ
て整理する

これらの建築部位等を建物における位置関係から、全面、上部、下部、側面、外部に大別しさらに外と内に分ける

調査対象資料中に登場した存在物を実体のない妖怪、実体のある屋内神と物、人の他人と当事者の 5項目に整理する

存在物が行う動作についてその方向に注目して、上昇、下降、水平、越界、設置、防御の 6項目に整理する

解釈と動作と生み出す建築

葬儀

災害

自然

出産

習俗＝しきたり , 風習



3. 提案

4. 設計
4-1. 対象敷地 1　新潟県出雲崎町［出雲崎の漁業拠点］

2-4. 類型の特徴と建築部位の位置
類型の特徴 建築部位の位置

100 50 10 0[m] 10 5 1 0[m]

出雲崎図書館

指定避難所
指定緊急
避難場所 対象敷地

土砂災害特別警戒区域

津波基準水位 :3.0～5.0m未満

1.0 ～3.0m未満

1.0m未満

福厳寺

用途地域
敷地面積

：第一種住居地域
：886.0 ㎡
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検討形態特徴
建築的特色

〈機能転換〉

〈象徴〉

〈明快〉 〈出入り口〉

〈囲い〉

〈仮設〉

〈反転〉

〈自然形成〉 〈素材の変化〉

〈高低差〉

〈重さ〉 〈明暗〉

〈機能転換〉

〈象徴〉〈明快〉 〈出入り口〉〈囲い〉

〈仮設〉〈反転〉〈自然形成〉 〈素材の変化〉

〈高低差〉〈重さ〉

〈明暗〉

〈象徴〉〈出入口〉

〈明快〉〈囲い〉

〈機能転換〉

〈仮設〉

〈反転〉

［各軸名称］

［凡例］

: 類型外事例

: 類型内事例

事例番号

: 象徴 : 出入口

: 明快 : 囲い

: 仮設

: 反転

: 機能転換

〈象徴〉

〈出入口〉
〈明快〉

北

東西

南

鬼門

裏鬼門

〈囲い〉

〈仮設〉

〈反転〉

中心

〈機能転換〉

3-1 3-2［全体構成検討図］ ［全体構成検討図］ ［形態検討図］ ［全体アイソメ図］SiteA: 出雲崎の番屋［形態検討図］

広域配置図 S=1/4,500 配置図 S=1/500

既存井戸
北

南カミ

裏鬼門

鬼門

シモ

東

西

〈象徴〉
〈囲い〉

〈明快〉

〈仮設〉

〈機能転換〉

〈出入口〉

開き東

繋屋根

鼻ヘヤ

物見デッキ

跳ね上げ蔀

魚棚
式戸

大寄棟

大黒柱見え矢来

防人壁

貫きスラブ

仮板
土砂受け基礎

逆屋根

牛樋
〈反転〉

〈出入口〉
〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉

〈出入口〉〈出入口〉〈出入口〉〈出入口〉〈出入口〉
〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉〈明快〉

既存井戸既存井戸
カミ

既存井戸

裏鬼門西

既存井戸

裏鬼門

〈機能転換〉

西 裏鬼門裏鬼門

〈象徴〉

裏鬼門裏鬼門裏鬼門裏鬼門裏鬼門裏鬼門裏鬼門裏鬼門裏鬼門裏鬼門裏鬼門

〈機能転換〉

裏鬼門西 裏鬼門裏鬼門

〈象徴〉〈象徴〉〈象徴〉〈象徴〉

鬼門
〈仮設〉

鬼門
〈仮設〉〈仮設〉

鬼門鬼門
東東

土砂受け基礎

見え矢来見え矢来見え矢来

土砂受け基礎土砂受け基礎

見え矢来見え矢来見え矢来見え矢来見え矢来見え矢来見え矢来

土砂受け基礎土砂受け基礎土砂受け基礎土砂受け基礎

見え矢来

土砂受け基礎土砂受け基礎土砂受け基礎土砂受け基礎

鼻ヘヤ

跳ね上げ蔀跳ね上げ蔀

物見デッキ物見デッキ
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鼻ヘヤ鼻ヘヤ鼻ヘヤ鼻ヘヤ鼻ヘヤ鼻ヘヤ

跳ね上げ蔀跳ね上げ蔀跳ね上げ蔀跳ね上げ蔀跳ね上げ蔀跳ね上げ蔀跳ね上げ蔀跳ね上げ蔀跳ね上げ蔀跳ね上げ蔀跳ね上げ蔀跳ね上げ蔀跳ね上げ蔀

逆屋根逆屋根

見え矢来見え矢来見え矢来 大黒柱大黒柱大黒柱大黒柱大黒柱

土砂受け基礎土砂受け基礎土砂受け基礎
繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根仮板

貫きスラブ貫きスラブ貫きスラブ貫きスラブ

繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根繋屋根

囲炉裏で爪や毛を燃やすことは禁忌建前はジョウバ柱から建てる

新婦はガンギから座敷に出入りする 番屋では船頭は海が見える位置に座る

紙風船や石加工などの製造業が盛ん

小屋裏が「ソラ」と呼ばれる

漁場を決定する「アテ山」破風が神聖な場所として扱われる

出産時に現れる妖怪が自在鉤を昇り鎌でそれを切り落とす 現世と霊界の境界として特別な日の出入り口となる

仮門や門口が霊界への出口として機能する 建物を支える部材を象徴的な部位として扱っている
雨垂れ落ちの石を祝いの場に飾り
子供の霊魂を安定させる

棟に鎌や御札を設置し
風害や火災を防御する

上部の建築部材を用いて結界を作っている

2-3 より得られた特徴的な 7つの類型を以下にまとめる。

2-3 で得られた類型を比較検討し、12 の特徴を見いだした。

各事例で大黒柱等の最もカミとなる場所を中心として「方位」を水平軸、「カミ - シモ」を中心か
らの距離、中心を基準面とした上下の距離「ウエ - シタ」を垂直軸にとり、各事例と 12 の特徴を
プロットし検討した。

建物内で役割が明快な
大黒柱などの建築部位
にはお札を設置する等
の習俗が見られる

屋根板や雨垂れ落ちな
ど内部や内側のという
空間を形成する建築部
位に習俗が見られる

置き石やジョウバ石な
ど重さを持つ建築部位
に飾り付けなどが施さ
れる習俗が見られる

大黒柱など垂直に伸び
る建築部位は高低差に
よって見られる習俗が
異なる

建物の象徴となる大黒
柱や棟に御札や人形を
貼る習俗が見られる

収集された習俗の大半
は玄関や破風などいわ
ゆる出入り口の建築部
位に見られる。

雨水によって形成される
雨垂れ落ちなど自然要因
により作られる建築部位
に習俗が見られる

座る人の位が床の素材
によって変わるなど建
築部位の素材変化に
よって習俗が生まれる

葬儀の場面で暖簾や屏風
など可動の建築部位を反
転させる習俗が見られる

出産の場面で登場する妖
怪が明るい場（現世）か
ら暗い場（霊界）に越界
する習俗が見られる

葬儀や新築の場面で線状
の建築部位にで簡易的な
領域や霊界への出口を作
る習俗が見られる

内外や公私を隔てる線
状や面状の建築部位で
越界の動作を含む習俗
が見られる

これまでに得られた過去の習俗と建築部位の関係を引き継ぎそのまま
使用、または読み解き、対象となる地域の特性や環境に合わせて展開・
応用させることで、異なる性格を持った 2 つの地域、新潟県出雲崎町
と東京都千駄木で建築を設計する。

対象敷地内の井戸やシンボルツリー等の既存要素から建物の中心を決
定、2-4 の位置関係をもとに、立面や諸室配置の検討を行う。

2-4 で得た類型間の特徴と土着的文化、敷地条件、対象地域の建築的
特色の 4 項目を加味して形態を検討し、これを 3-1 に従い配置し建築
を構成する。

3-1. 全体構成

3-2. 形態

[特徴 ]
屋根に穴を開けるという行
為には特別な意味が含
まれている

 [ 土着的文化 ]
内陸の特徴的な山＝「アテ

山」が見える範囲が
漁場となった

[ 建築的特色 ]
出雲崎町の番屋は多

くが寄棟であり一目で判
断することができる

[ 敷地条件 ]
災害時の避難場所として
の機能も有している

1961-69 2020

舟屋の出棚構造

20241974-78砂浜の土砂崩れにより護岸が整備される 国道バイパス（出雲崎海道）の整備が始まる 国道バイパスの整備が終わり出棚構造が失われる 海浜公園や駐車場の整備が進む

災害範囲と避難場所

SiteA を西側前面道路から見る SiteB を西側前面道路から見る

［習俗の特徴］ ［土着的文化］ ［敷地条件］ ［建築的特徴］

ガンギを通過する棺桶

木鼻盗人は畏怖の対象となる

新婦はオニワから座敷に入る

井戸の水が重要な生活用水であった

舟屋の切妻屋根が作る特徴的な街並み

番屋は寄棟屋根が特徴

護岸の中に作られる船揚場

海へと抜ける小路と水路

海 道路
旧舟屋 旧番屋
現住宅 神社 /寺 山

山から海へ伸びる 1 本のエリアを出雲崎地域の対象
敷地として選定する。この敷地を 3 つに分割し各場
所が連動しながらも、それぞれが異なる機能と活動
を有することで漁業拠点としての役割を担う。

SiteA：出雲崎の番屋

SiteB：出雲崎の舟屋根
SiteC：出雲崎の廻船問屋

〈明快〉に該当する習俗は
中心より「ウエ - シタ」に方向に分布している。

夏をむねとする日本住宅は四方に開口が設け
られているため〈機能転換〉が行われる縁側
や玄関などで方位に関係なく習俗が行われる。

破風などが北東（鬼門）と南西（裏鬼門）
を向く際に〈象徴〉の特徴を持つ習俗
が行われる。

家相の考えから入り口は鬼門と裏鬼門を避けた
方角に設けられていた。よって門口に見られる
〈反転〉の特徴を持つ習俗はこの方位に多い。

海

海
道路 道路住宅（旧舟屋） 住宅（旧番屋）

神社 /寺
山

護岸 / バイパス道路

旧舟屋 /旧番屋
（現住宅）

神社 /寺

山

出雲崎町の断面構造と機能の分布



SiteB：出雲崎の舟屋根 / SiteC：出雲崎の廻船問屋

SiteA：出雲崎の番屋

SiteC

SiteB

SiteC

SiteB

物見デッキから家族室と牛樋を見る。キッチンの壁から突き出ることで象徴性を付与している。

平面図　S=1/200
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短手断面図　S=1/75
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長手断面図　S=1/200
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繋屋根〈自然形成〉

防人壁〈素材の変化〉
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4-2. 対象敷地 2　東京都千駄木［千駄木の 2世帯住宅］ 2024/12/06 15:17 / GSI Maps

https://maps.gsi.go.jp/#18/35.729538/139.761241/&base=std&ls=std%7Cgsi-compare-photo&blend=0&disp=11&vs=c1g1j0h0k0l0u0t0z0r0s0m0f0 1/1
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斜線制限による屋根外形が決定する
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［全体構成検討図］ ［形態検討図］ ［全体アイソメ図］千駄木の 2 世帯住宅
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駒込保育園

藍染川（現暗渠）

千駄木小学校

千駄木公園

たぬき山公園

第二児童公園

警視庁宿舎

不忍通り
狸坂

小道

大給坂

きつね坂
むじな坂

用途地域
敷地面積
建蔽率

：第一種中高層住居専用地域
：72.5 ㎡
：60% 容積率：200%

西日暮里駅

対象敷地

分譲され取り残された空地を対象敷地として選定す
る。南北をきつね坂と狸坂という主要な坂道に挟ま
れ、不忍通りから駒込保育園や千駄木小学校へと向
かう子供達の通学路である。2 世帯の家族と多様な
世代の周辺住民が公私を分けながら集うことのでき
る、シンボルハウスとしての役割を担う。

ダイニングから書斎と子供部屋を見る。オオゾラが強固な囲いを作る。 息抜きデッキを見る。ハレの日には網戸を開放し書斎と一体化させ景色を楽しむ。

-1936 1961-69 20191945-50
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対象敷地周辺の坂道の変遷

敷居が物乞いとの境界になる

千駄木林の開拓により人が住み込むようになる 空襲により住宅地が更地となる 新たな街路を形成しながら再び宅地化される 多くの住宅が建て替えられ現在の景観に至る

小黒柱に合わせて習俗の位置が変わる

牛梁に注連縄を巻きつける 玄関に「おしゃもじ」を取り付ける男性の胞衣は閾内に女性は閾外に埋める

別棟を作り火を公私で分ける食い始めに使用した箸を井戸の側に置く

家の者が亡くなると暖簾を裏向きにする

棟に鎌を取り付ける

関東大震災時の千駄木 東京大空襲時の千駄木 根津の遊郭

B1F 平面図　S=1/200

長手断面図　S=1/50
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〈囲い〉
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小黒柱
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［習俗の特徴］

［敷地条件］ ［建築的特色］

［土着的文化］
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千駄木の都市構造 密集住宅市街地の過去の住宅構成

対象敷地周辺航空写真

対象敷地に建てられていた住宅 対象敷地を北西側前面道路から見る


